
金
源
古
駁
志
巻
二

十

寺
屋
敷
の
成
、
元
総
イ
三
年
三
世
縦
春
心
岩
和
品
川
屋
敷
替
車
中
ν
閥
、日

蓮
宗一
法
建
寺
跡
屋
政
可
ν
被
ν

下
旨
被
a
仰
川
一
拝
領
仕
出
荷
由
紀
に
有
ν
之。

と
紀
放
す
。
延
貨
の
A
W，
押
印
闘
に
、
則
ち
翠
窓
寺
の
寺
地
を
は
大
悶
寺

と
嘗
殺
せ
た
り
。
翠
雲
寺
は
阿
世
柴
寺
の
向
ひ
に
て
、前
日
十
三
間
二
尺

奥
行
十
三
川
三
尺
と
あ
り
。
持
宇
る
に
、
平
保
一
冗
年
K
山
崎
つ
る
山
脇

節
夫
の
碑
文
民
、
君
卒
之
月
。
務
己城
南
野
田
村
大
間
寺
↓
と
あ
り
。

山
脇
氏
の
残
せ
し
は
‘
正
保
五
年
四
月
也
。

此
の
碑
文
陀
鎖
れ
ば
.
初

め
野
間
村
陀
あ
り
た
る
如
〈
問
ゅ
。
但
し
疋
保
五
年
は
究
永
の
後
な

り
。
究
永
元
年
K
糸
川叫
に
奇
地
奔
倒
と
寺
紀
陀
縦
せ
た
る
と
符
合
せ

-
干
。
可
=埴
孜
吋

O
中
興
心
岩
和
街
傍

他
尾
紀
陀
一
耳
ム
。
大
削
寺
中
興
縦
秘
ム
人
心
岩
和
山
川
は
、
俗
姓
加
誠

氏
陀
て
、
念
仰
三
味
に
入
り
て
大
附
寺
を
中
興
し
.
仰
仙
制
陀
よ
り
俳

御
前
の
銃
般
を
能
美
郷
俳
v
郎
よ
り
掘
り
出
し
、
今
陀
山
品
常
に
仰
来

す
。
偽
御
前
の
守
本
館
の
観
音
も
あ
り
し
か
ど
、
子
細
あ
り
て
今
は

大
泣
寺
町
山
下
の
光
州
兜
寺
に
あ
り
。
心
岩
和
怖
は
聾
聞
に
妙
を
俳
た

る
人

Kτ
、
自
笠
寺
中
に
偲
来
す
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
右
鉦

鉱
の
背
中
は
.
彼
の
山
市
部
住
民
一
宮
ふ
。
心
岩
和
向
山
品
念
仰
を
猿
起
せ
ら

前
山
古
需
品
叫
H
K
.
俳
御
前
所
持
の
守
仰
有
ν
之
底
.
如
何
之
誇
に
候
哉
大

型
宥
町
疋
川
冗
苛
の
由
民
物
に
相
成
居
.
中
ん
銭
像
の
山
承
仰
仕
候
。
又
俳

御
前
所
持
の
郷
鉦
は
‘
金
調
陣
泉
野
寺
町
大
国
寺
の
抑
制
物
に
相
成
居
候

向
承
僻
仕
。
と
容
服
せ
た
り
O
R
心
岩
和
備
の
笠
闘
に
長
ぜ
し
都
は
.

今
寺
中
陀
仰
来
せ
る
撚
共
に
て
知
ら
れ
け
り
。
開
出
稼
五
社
参
議
中
将

綱
紀
卿
の
時
、
務
士
吉
岡
旋
右
衛
門
軌
中
よ
り
‘
心
岩
鳴
す
鹿
の
能

笠
岡
佳
景
陥
開
港
物
二
容
を
一
覧
に
似
し
け
り
。
一
怖
政
温
故
遺
文
傘
十

八
陀
載
せ
た
り
。
共
の
魯
に
云
ム
。

此
の
傘
型
一
港
、能
川
景
所
手
紛
凶
陀
而
御
座
候
。
走
者
、
御
お
地
大

国
寺
之
心
岩
和
山
川
.
元
総
年
中
能
川
和
巡
り
不
ν
浅
見
物
仕
.
共
時
所

え
抑
制
山
仕
.
此
紛
闘
自
筆
相
調
被
ν
申
候
。
共
以
後
貧
永
元
年
之
務
、

私
犬
山
寺
h
m出
越
候
嵐
に
、
附
之
次
乎
此
給
闘
之
都
民
及
候
陀
付
、

致
n
所
笠
-
一
一
見
仕
候
。

心
場
被
ν
巾
供
出
品
、
此
給
開
‘詩
歌
得
心
脳
陣
候
方

b
翁
ν
見
、
題
詠
を
乞
限
て
く
れ
巾
候
綴
に
と
桜
花
御
也
候
。
左
候
は

ど
私
K
御
預
け
候
放
に
与
申
候
て
受
取
、
私
方
陀
指
位
中
候
。
共
後

心
緒
被
v
巾
候
者
・
日
外
預
け
申
候
紛
闘
相
返
し
可
v
巾
候
。
江
戸
ね

致
=
持
参
一
松
平
美
浪
守
殿
b
懸
=
御
同
一
申
皮
候
。

品
に
よ
り
一
位
様
h

入
a
御
覧
-
候
都
茂
可
ν
有
司御
座
-
之
旨
被
ν
申
候
。
私
共
時
分
巾
候
者
、
御

金
滞
古
時
剛
志
巻
二

十

ノ¥

れ
.
寺
中
伶
員
六
十
人
常
陀
在
住
‘
六
俗
宛
一
時
換
り
に
勤
め
け
り
。

心
山清
和
品
川
は
笠
夜
椅
K
M他
り
不
v
白血
，
夜
分
は
師
四
時
問
主
閉
ぢ
.
心
相棋

を
休
め
ら
る
。

抑制
る
に
夢
と
も
現
と
も
な
く
、
俳
御
前
衆
り
て
告
げ

て
回
く
.
能
美
郡
際
村
の
内
民
流
水
有
ν
之、

流
水
中
タ
様
々
々
の
虞

陀
鉦
鼓
型
り
あ
り
。
掘
り
川町
給
へ
か
し
と
一
耳
々
。
和
尚
共
告
に
ま
か

せ
、
卸
共
所
陀
行
き
見
ら
れ
け
る
に
‘
夢
の
告
K
少
し
も
異
な
ら
字
。

共
所
に
璽
策
立
登
る
。
従
品
川M
立
を
見
て
、
あ
れ
は
何
K
て
候
哉
と
問

ひ
け
り
。
心
血
相
是
は
光
明
也
と
見
留
め
ら
れ
‘
卸
其
所
を
銅
ら
せ
ら

れ
し
に
・

一
簡
の
鉦
妓
を
抑
り
出
せ
り
。
阪
の
川出
人
目
く
、
俳
御
前

住
居
の
草
庵
焼
失
の
頃
埋
も
れ
た
る
か
。
焼
失
よ
り
既
に
四
百
年
許

樹
立
つ
よ
し
。
色
黒
く
.
木
工
の
や
う
陀
て
音
も
せ
や
。
和
筒
取
り

回
出
ら
れ
た
り
。
さ
て
心
岩
は
江
戸
将
軍
家
大
奥
へ
所
縁
あ
る
人
な
る

故
花
、

ωお
鉦
鼓
も
大
奥
へ

上
げ
ら
れ
け
る
庭
、
追
っ
て
返
し
被
v

下
‘
大
間
寺
の
什
物
と
な
し，

貸
出
陣
へ
納
め
泣
き
け
り
。
然
る
陀
曲
目

隠
九
年
四
月
の
火
災
民
、大
間
寺
働
側
悉
く
類
焼
す
と
い
へ
ど
も
、費

税
は
火
難
を
逝
れ
‘
鉦
鼓
絡
の
什
物
訟
な
く
、
毎
年
五
月
廿
凶
日
に

貨
物
披
露
、
叫
刊
人
へ
一
覧
を
な
さ
し
む
る
を
例
と
す
と
あ
り
。
安
永

八
年
三
月
能
美
郡
路
村
の
ロ
巴
長
級
次
等
よ
り
書
き
出
せ
る
原
村
仰
御

領
闘
之
内
之
闘
陀
而
候
問‘

江
戸
杯
h
御
持
参
、
他
見
御
無
用
之
儀

有
寄
候
僚
・
被
V

止
可
ν
然
出
円
巾
候
へ
者
‘
兎
角
持
会
仕
度
候
皆
、
相
返

候
桜

EHT一渉
申
候
へ
共
・
建
而
御
無
用
に
伐
問
、
先
頭
り
世
可
ν
申
候

与
申
指
也
候
。
共
年
心
岩
江
戸
h
徒
越
、
箆
永
三
年
八
月
於
邑江
戸
-
死

去
被
仕
候
。
共
分
に
而
直
に
私
方
在
ν
之
候
。
紛
闘
之
内
所
々
詩
作
杯

茂
御
応
候
3

則
心
岩
作
に
而
御
座
候
。
若
乍
v
悌
御
山
也
に
茂
可
n
罷
成
-

物
に
候
は
げ
る
、
御
同
比
陀
も
入
中
皮
邸
中
v
存
候

m
.不
v
苦
酔
山
民
候
は
ど
、

大
野
木
合
人
殿
h
被
ν
懸
=
御
目
-
可
ν
被
ν
下
候
。
以
上
。

五
月
十
三
日

吉
岡
法
右
衛

門

期

作

兵

衛

級

按
や
る
に
・
右
一
位
核
と
あ
る
は
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
公
の
御
母

危
な
り
。
究
延
二
年
大
間
寺
山
市
常
容
に
・
質
武
二
年
六
月
廿
二
日
一

位
制
制
御
逝
去
被
ν
岬タ
遊
，
御
池
宮
之
山
花
而
、
御
附
之
女
中
本
殊
院
と

申
方
よ
り
.
御
位
腕
.
並
得
一
-一刷堂
料
乾
金
四
百
雨
.
及
併
前
筋
物
等

御
寄
附
之
市
内
澗
堂
貸
付
競
合
等
質
勝
九
年
四
月
十
日
之
火
災
に
焼

失
之
出
。
と
あ
り
て
.文
化
三
年
の
由
来
昨
日
に
も
容
紋
せ
た
り
。
設
は

云
ふ
。
心
岩
和
尚
は
、
綱
吉
公
御
母
堂

一
位
宕
の
内
線
の
俗
縁
な
る

人
な
ら
ん
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
‘

一
位
君
は、

た
閣
の
方
と
も
秩

九




